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１．はじめに
平成 29 年 3 月に公示された新学習指導要領は、
教科の見方・考え方を働かせ、資質・能力を育成す
ることを目標としている。理科の見方に注目する
と、「エネルギー」を柱とする領域、「粒子」を柱と
する領域、「生命」を柱とする領域、「地球」を柱と
する領域のそれぞれの見方があり、「生命」を柱と
する領域は多様性と共通性の見方で捉えることが特
徴である。多様性と共通性の視点のうち、多様性の
視点は、生物の多様性の視点から捉えられる。生物
の多様性を表す生物多様性は、生態系の多様性、種
の多様性、遺伝子の多様性の 3 つの多様性から成
る。このうち、小学校で学習する生物多様性の概念
は、種の多様性の学習であると考えられる。様々な
環境に適応して生息する生物を、野外に出て観察す
る小学校での多様性の学び 1）は重要である。
小学校 3 年「身の回りの生物」で校庭や身近な場
所での生物の多様性を知ることから、小学校の理科
学習が始まる。小学校 4 年「季節と生物」におい
て、春夏秋冬の季節変化に伴う生物の成長の様子を
学習する。小学校 6 年では、「生物と環境」で、食
う食われるの関係である被食者捕食者の関係と、そ
れらが複雑に絡み合う食物網について学習し、生物
と環境との関係を学習する。多様な種が生息してい
ることを知る生物の多様性の学習は、新学習指導要
領理科の生命領域の見方である「多様性共通性」の
一翼を担うものである。本稿では、小学校で学習す
る種の多様性の教材として、小学校 4 年「季節と生
物」において植物図鑑を作製し、種の多様性を認識
させる教材の効果と指導法を考察することを目的と
した。
２．植物図鑑の作製と準備
校庭の植物の学習に関して、植物図鑑を作成する
教材開発については、いくつかの先行研究がある。
例えば、藤島（2004）は、小学校の校庭に生える野
生植物（草本）の種について、文献調査及び現地調
査を行い、校庭で見られる植物は、園芸種や水草な
どを除けば、年間 190 種以下ではないかと推察し、
また、学校が所在する地区によって校庭の植生を特
徴づけることはできなかったことを報告している。
このことから、全国どこの学校においてもそのまま
利用できる図鑑はないこと、市販の図鑑は掲載種が
多すぎることや、図鑑を利用する地域によっては、
掲載植物に違和感をもつものがあることなどを挙
げ、「手作り図鑑」を提案している 2）。堤原ら
（2011）は、植物の観察、観察前の植物写真のスラ
イドによる予備授業、観察の代わりに植物写真を使
用、図鑑による同定を組みあわせた 4 つの授業パ
ターンを展開し、その効果を比較し、野外における
植物観察は生徒の植物への興味・関心を高める上で
有効であると報告している 3）。また、竹中ら（2009）
は、小学校 2 年生活科「季節みつけ」の単元の一環
として位置づけられた「野の草花しらべ」におい
て、科学者と協同した対話型バーチャル植物園を利
用した校庭の植物調査の有効性を報告している。竹
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中らは、この授業に先立ち、植物生態学者とその研
究室に所属する大学院生・学部生らによる実施校の
校庭の草花調査を実施し、児童による可読性や了解
性などの観点から教師が修正を加えて、校庭の季節
ごとの図鑑を作成し、「野の草花しらべ」の授業を
行っている 4）。これらの先行研究は、大人の側が作
成した地域に生息する植物の図鑑をもとに、大学生
や児童が植物を知る、そして自然を知ることを目的
としており、それぞれ有効性が報告されているが、
種の多様性の認識を直接的な目的としていない。
本稿では、生物多様性保全を普及する目的のもと
に、種の多様性を認識させる教材として、植物図鑑
の作製と活用について、報告したい。
２－１．植物図鑑を教材として用いる学習内容
小学校 4 年で学習する「季節と生物」について、
平成 29 年学習指導要領解説理科編 5）には、「身近
な動物や植物について、探したり育てたりする中
で、動物の活動や植物の成長と季節の変化に着目し
て、それらを関係付けて調べる活動を通して、次の
事項を身に付けることができるよう指導する」こと
を目標としている。「動物の活動は、暖かい季節、
寒い季節などによって違いがあること。」「植物の成
長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあ
ること。」を理解し、観察技能を身に付けること、
「身近な動物や植物について追究する中で、既習の
内容や生活経験を基に、季節ごとの動物の活動や植
物の成長の変化について、根拠のある予想や仮説を
発想し、表現すること。」を身に付けることができ
るよう指導することが記されている。季節の変化と
動物の活動や植物の成長を関連付けることがこの単
元の考え方として重要である。平成 20 年度版の理
科教科書 6）の「季節と生物」の学習内容には、サ
クラやヘチマの春夏秋冬の移り変わりが写真ととも
に示されている。これらの学習は、ある植物を特定
して季節変化を追ったものであり、暖かい季節には
成長が盛んになるという植物の成長の共通性に注目
したものである。本稿では、この生命領域の理科の
見方である「共通性」の視点に加えて、季節ごとに
様々な植物が生育する「多様性」の視点を重視し
た。小学校 3 年の「身の回りの生物」で、校庭や身
近な場所での植物や昆虫とその体のつくりに気づ
く。3 年の学習では、「多様な環境のもとで生きて
いる様々な生物について、生物が生息している場所
に着目して、それらを比較しながら生物が生息して
いる様子を調べる」7）ことに留意する。4 年生の理
科の考え方である「関連付け」の視点で、季節変化
と関連付けながら、サクラやヘチマなどの植物に注
目して観察する。3 年生で観察した身の回りの雑草
についても定点観察を行い、季節により様々な植物
が生息していることを知り、多様性を認識した上
で、暖かい季節は成長が進むという共通性を学習す
ることとした。生息場所や季節によって植物の種類
が様々であることを知ることで、種の多様性につい
ての学習を試みた。
6 年「生物と環境」では、「人は、環境と関わり、
工夫して生活していること」について、新学習指導
要領に追加されている 8）。生物多様性保全に関連し
て、飼料に混入したり、牧草や緑化用、観賞用とし
て導入した植物が野生化した帰化植物について考え
ることも、「人の生活が環境に及ぼす影響」の 1 つ
の事例と考える。観察する植物の原産地について記
載を加え、6 年「生物と環境」の学習へつなげるこ
ととした。植物図鑑の具体的な作製事項について
は、次項に記した。
２－２．校内の植物図鑑の作製
植物図鑑の作製に先立ち、校内に生息する植物を
次の方法で調べた。1m×1m の方形枠を用い、その
中に生息する植物の名称を 2 週間に 1 回の割合で記
載し、季節による植物の違いを、ある程度、把握し
ておいた。
小学校 4 年「季節と生物」の学習において作製す
る植物図鑑は、「春夏秋冬植物図鑑」と名前をつけ、
春、夏、秋、冬の 4 枚のシートに校内の植物の写真
と植物名、科名、分布、花期、原産地、生育場所の
特徴を市販の植物図鑑 9）10）11）12）で調べ、記載した
（図 1）。『生育環境別　日本野生植物館』の記載の
花期を、図 1 の植物図鑑の花期に示した。在来種の
生物多様性保全を考える機会を作るため、植物の原
産地についても今回作製する植物図鑑に記載した。
また、異なる環境条件の 2 か所において、植物図鑑
を作製し、環境と植物の関係についても考えさせる
こととした。植物を調べた 2 か所は、校舎前の広場
と雑木林の林縁に接した観察地である。校舎前の広
場は、人通りの多い、乾いた日当たりの良い場所が
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図 1　春夏秋冬植物図鑑
上段　　春の植物図鑑　 下段　　夏の植物図鑑
春夏秋冬植物図鑑 
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広場
シロツメクサ
マメ科
分布：日本各地
花期：4～6月
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
カラスノエンドウ
マメ科
分布:本州～沖縄
花期：4～5月
道ばたや畑地に生える
１年草
ハルジオン
キク科
分布 日本各地
花期 4～6月
道ばたや空き地に生える
北アメリカ原産の多年草
セイヨウタンポポ
キク科
分布 日本各地
花期 通年
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
観察地
ヒメカンスゲ
カヤツリグサ科
分布 北海道～九州
花期：3～5月
林内や林縁に生える
多年草
ヘビイチゴ
バラ科
分布 本州～沖縄
花期 4～6月
畔や野原に生える
多年草
ハルジオン
キク科
分布 日本各地
花期 4～6月
道ばたや空き地に生える
北アメリカ原産の多年草
キランソウ
シソ科
分布 本州～九州
花期 3～5月
道ばたや林縁に生える
多年草
 春夏秋冬植物図鑑 
校 舎 前
の広場
ブタナ
キク科
分布 北海道～九州
花期 6～9月
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
ホタルブクロ
キキョウ科
分布 北海道～九州
花期 6～7月
山野や丘陵などに生える
多年草
シャガ
アヤメ科
分布 本州～九州
花期 4～5月
人里近くの林に生える
多年草
ムシトリナデシコ
ナデシコ科
分布 日本各地
花期 5～6月
海岸や道ばたなどに生える
ヨーロッパ原産の1年草
観察地
クズ
マメ科
分布 日本各地
花期 7～9月
林縁や空き地に生える
つる性の多年草
ヤブガラシ
ブドウ科
分布 北海道～沖縄
花期 7～8月
ヤブや荒れ地などに生える
つる性の多年草
チヂミザサ
イネ科
分布 日本各地
花期 7～10月
山野の林などに生える
多年草
オニドコロ
ヤマノイモ科
分布 北海道～九州
花期 7～8月
林内や林縁に生える
つる性の多年草
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図 1　春夏秋冬植物図鑑
上段　　秋の植物図鑑　　下段　　冬の植物図鑑
 春夏秋冬植物図鑑
校舎前の
広場
ススキ
イネ科
分布 日本各地
花期 8～10月
草地や山野に生える
多年草
ブタナ
キク科
分布 北海道~九州
花期 6～9月
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
シロツメクサ
マメ科
分布：日本各地
花期：4～6月
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
カタバミ
カタバミ科
分布：日本各地
花期：5～10月
道ばたや畑地に生える
多年草
観察地
イノコズチ
ヒユ科
分布：北海道～九州
花期：8～9月
林縁や林内に生える
多年草
クワクサ
クワ科
分布：本州～沖縄
花期：9～10月
道ばたや畑地に生える
1年草
キツネノマゴ 
キツネノマゴ科
分布：本州～九州
花期：8～10月
道ばた,野原,林床に生える
1年草
ヒメムカシヨモギ
キク科
分布：日本各地
花期：8～10月
道ばたや空き地に生える
北アメリカ原産の1年草
 春夏秋冬植物図鑑 
校舎前の
広場
シロツメクサ
マメ科
分布：日本各地
花期：4～6月
道ばたや空き地に生える
ヨーロッパ原産の多年草
カラスノエンドウ
マメ科
分布:本州～沖縄
花期：4～5月
道ばたや畑地に生える
１年草
コウゾリナ
キク科
分布：日本各地
花期：5～9月
道ばたや空き地に生える
１年草
カタバミ
カタバミ科
分布：日本各地
花期：5～10月
道ばたや畑地に生える
多年草
観察地
ハルジオン
キク科
分布 日本各地
花期 4～6月
道ばたや空き地に生える
北アメリカ原産の多年草
ヘビイチゴ
バラ科
分布 本州～沖縄
花期 4～6月
畔や野原に生える
多年草
カラスノエンドウ
マメ科
分布:本州～沖縄
花期：4～5月
道ばたや畑地に生える
１年草
タチツボスミレ
スミレ科
分布：日本各地
花期：3～5月
林縁や林内に生える
多年草
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大半を占める。観察地は、アラカシの樹の下にあ
る、人通りはほとんどない、湿り気のある場所であ
る。
図 1 の他にも数種類の植物が観察できたが、あま
り多くの植物を図 1 に掲載すると、1 時間の実習内
で見つけられない植物が出る可能性もあるため、各
季節各場所 4 種類とした。表 1 に図 1 の春夏秋冬植
物図鑑に示されている植物を示した。帰化植物には
＊印を付した。外来生物法で定義されている「外来
種」は、「もともとその地域にいなかったのに、人
間の活動によって他の地域から入ってきた生物」の
ことを指す 13）。帰化植物も外来種に含まれるが、
外来生物法で指定されている特定外来生物は、観察
した場所には見られなかった。
校舎前の広場や観察地で見られるセイヨウタンポ
ポ、シロツメクサ、ハルジオン、ブタナ、ムシトリ
ナデシコ、ヒメムカシヨモギは、江戸時代末期以降
に牧草や観賞用に入ってきた帰化植物である。ムシ
トリナデシコは江戸時代末期、シロツメクサ、セイ
ヨウタンポポ、ヒメムカシヨモギは明治時代、ハル
ジオンは大正時代、ブタナは昭和はじめに分布を広
げている。これらの帰化植物は、人通りの多い乾い
た校舎前の広場に生えているが、人通りの少ない観
察地にもハルジオンやヒメムカシヨモギは多く生育
していた。また、シロツメクサやブタナ、ハルジオ
ンなど季節を超えて見られる植物は校舎前の広場の
方に多く見られた。
市販の植物図鑑 14）には、シロツメクサの花期は
4 ～ 6 月、ブタナの花期は 6 ～ 9 月と記載されてい
たが、いずれも今年 10 月にも観察できた。その年
の気温等の環境条件にもよるが、地域によっても花
期に若干の違いがある可能性もある。市販の植物図
鑑の掲載植物に違和感が生じることも考えられる。
児童の通学する学校の校庭あるいは身近な地域に生
育する植物について、数種選んで植物図鑑を作製
し、授業で用いることが望ましいと考えられる。
２－３．春夏秋冬植物図鑑の活用方法
教師が校庭の植物について、春夏秋冬植物図鑑を
作製することで、教師自身が校庭の植物について把
握するとともに、その植物図鑑（図 1）を児童の実
習班に 1 枚ずつ配布し、市販の図鑑に代えて使用す
ることで、児童からの植物についての質問にも答え
やすくなる。図 1 に示した校庭の春夏秋冬植物図鑑
の枠だけのワークシートを各季節のワークシートと
して、児童 1 人 1 人に配布し、図 1 の植物をカード
にしたものを全季節混ぜて児童 1 人 1 人に配布する
（図 2）。児童が見つけられる植物の数として 4 種類
ずつ 2 か所 8 種類を設定した。春の植物を観察する
実習は、春の植物図鑑ワークシート（図 2 左）とす
べての季節の植物見つけカード（図 2 右）32 枚を
持って、校庭に生育している植物を探す。校庭で見
つけた植物のカードをワークシートに貼る。8 種類
の植物を見つけたら、教室に戻って、あらかじめ作
製しておいた図 1 の春夏秋冬植物図鑑と照らし合わ
せ、確認する。四季を通して、各季節 1 回ずつ実習
を行い、春夏秋冬 4 枚の植物図鑑ワークシートに植
物見つけカードを貼る。季節ごとに、植物の種類を
確認し、環境の異なる 2 か所の場所で生育している
植物が異なるのかどうか、帰化植物の数はどのよう
に違うかなどを気づかせることで、生物の多様性に
ついての萌芽的な認識が芽生えることを目的として
いる。
　
表１　図 1 春夏秋冬植物図鑑に見られる植物の
種類（帰化植物には * を印した）
季節 校舎前広場の植物 観察地の植物
春
シロツメクサ *
カラスノエンドウ
ハルジオン *
セイヨウタンポポ *
ヒメカンスゲ
ヘビイチゴ
ハルジオン *
キランソウ
夏
ブタナ *
ホタルブクロ
シャガ
ムシトリナデシコ *
クズ
ヤブガラシ
チヂミザサ
オニドコロ
秋
ススキ
ブタナ *
シロツメクサ *
カタバミ
イノコズチ
クワクサ
キツネノマゴ
ヒメムカシヨモギ *
冬
シロツメクサ *
カラスノエンドウ
コウゾリナ
カタバミ
ハルジオン *
ヘビイチゴ
カラスノエンドウ
タチツボスミレ
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３．植物図鑑作製についての意識調査
３－１．調査の概要　
小学校での実習に先立ち、教員志望学生が春夏秋
冬植物図鑑を作製することで、学生自身が身近な植
物の名前を知り、それらの植物と季節との対応を知
る効果について意識調査を行った。A 大学の理科に
関連する授業の受講者に対して、授業後に質問紙を
配布した。質問紙を配布した学生は 52 名、このう
ち回答した学生は 29 名である。回収率は 55.8% で
あった。学生の知っている植物名と植物図鑑の作製
経験の有無を問う質問以外は、多項選択法で行い、
回答した理由について記述回答を得た。
学生の知っている植物数を表 2 に示した。5 種類
以下が 8 名、6 ～ 10 種類が 9 名、11 ～ 20 種類が 4
名、21 ～ 30 種類が 2 名、41 種類以上が 1 名であっ
た。11 種類以上の植物名を挙げているのは、回答
した学生の半数以下であった。植物図鑑の作製経験
の有無については、回答した学生の 97% は、小学
生の時に授業で植物図鑑を作製した経験がない（図
3）。市販の植物図鑑を活用している頻度について
は、回答した学生のうち、時々調べる学生が 3% い
るものの、あまり調べない学生が 28%、全く調べ
ない学生が 66% であり、94% の学生が市販の植物
図鑑を活用していない（図 4）。
   
　　　　　図 2　左　児童一人一人に配布する春夏秋冬植物図鑑のワークシート（春）と、
　　　　　　　　右　児童一人一人に配布する春の校庭の植物見つけカード（右）
春夏秋冬植物図鑑 
校舎前の
広場
観察地 シャガアヤメ科分布 本州～九州
花期 4～5月
人里近くの林に生える
多年草
クズ
マメ科
分布 日本各地
花期 7～9月
林縁や空き地に生えるつる性の多年草
カタバミ
カタバミ科
分布：日本各
地
花期：5～10月
道ばたや畑地
に生える
多年草
シロ
ツメ
クサ
マメ
科
分布
：日
本各
地
花期
：4～
6月
道ば
たや
空き
地に
生え
る
ヨー
ロッ
パ原
産の
多年
草
表 2　名前を知っている植物数
知っている植物数 回答した学生数
１～５ 8
６～１０ 9
１１～２０ 4
２１～３０ 2
３１～４０ 0
４１～５０ 1 図 3　小学校の授業で植物図鑑を作製した経験
の有無　
3%
97%
作製した
作製しなかった
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３－２．植物図鑑作製による校庭の植物の理解
植物図鑑を作製する過程で、校庭の植物を調べる
ことが出来たかどうか質問した。充分にできたとす
る回答は 7％、少しできたとする回答は 61% であっ
た（図 5-1）。植物図鑑を作製する過程で、植物を
調べることが出来たという肯定的な回答をした学生
の記述には「知らない植物を知ることができた」
「作製したことで、その後も植物に目を配るように
なった。」という記述が見られ、植物図鑑を作製す
ることで、植物を調べる関心を啓発している回答が
見られた。植物の同定に関しては、肯定的な回答を
した学生の記述には「家の図鑑やネットで調べるこ
とができた。予備知識があったのが大きい。」とい
う記述が見られた。その一方で、否定的な回答をし
た学生の記述には「名前を調べることが難しかっ
た。特徴を見つけて、なかなか図鑑のどこにあるの
かが見つからなかった。」「どんなに調べても、わか
らない植物がいくつかあった」「わからないものも
少しあった」という同定に関する不安感が表れてい
る記述も見られた。
春、夏、秋と植物図鑑を作製する過程で、季節に
よって植物の種類が異なることを実感伴って理解で
きたとする回答は 11%、なんとなく理解できたと
する回答は 50% であった（図 5-2）。生育する環境
によって植物の種類が異なることを、実感を伴って
理解できたとする回答は 11%、なんとなく理解で
きたとする回答は 43% であった（図 5-3）。生育す
る場所によって植物の種類が異なることについて、
「日陰、日向で植物の生育が変わることを、目で見
て判断できた。」「日の当たる所とそうでない所では
植物が異なっていた。」という記述が見られ、日当
たりによって植物の種類が異なることを理解する記
述が見られた。
３－３．植物図鑑の教材としての期待度
次に、学生に、将来教師になった時に、植物図鑑
を作製したいか質問した。植物図鑑を作製して授業
で用いたい 35％、植物図鑑を用いたいが作製した
くない 34％、植物図鑑を授業で用いたくない 31％
であった。図 6-1 の植物図鑑を授業で用いたいが作
製したくない 34％の学生に、作製したくない理由
を質問した。その結果が図 6-2 である。作製したく
ない理由は、植物の名前が分からないという回答が
図 4　市販の植物図鑑を用いて植物を調べる頻度
3% 3%
28%
66%
時々調べる
どちらともいえない
あまり調べない
全く調べない
図 5 － 1　校庭の植物を調べることができた実
感度
7%
61%
10%
11%
11%
充分にできた
少しできた
どちらともいえない
あまりできなかった
全くできなかった
図 5 － 2　季節によって植物の種類が異なるこ
との理解
11%
50%
21%
14%
4%
実感を伴って理解できた
なんとなく理解できた
どちらともいえない
あまり理解できなかった
全く理解できなかった
図 5 － 3　生育する場所の環境条件によって植
物の種類が異なることの理解
11%
43%
18%
25%
3% 実感を伴って理解できた
なんとなく理解できた
どちらともいえない
あまり理解できなかった
全く理解できなかった
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最も多く 50％、植物図鑑を作製する時間がないと
いう回答が 40％、植物図鑑の使い方がわからない
という回答が 10％であった。図 6-1 で植物図鑑を
授業で使用したくないと回答した学生に、理由を質
問し、回答を得た。その結果が図 6-3 である。植物
の名前が分からない 40％、植物図鑑の使い方が分
からない 10％、植物図鑑を作製する時間がない
20％、その他 30％であった。授業で用いたいが植
物図鑑を作製したくない理由と植物図鑑を授業で用
いたくない理由は、いずれも植物の名前が分からな
いという回答が最も多かった。
図 7 は、小学生がこの植物図鑑を用いて、季節に
よって植物が異なることを知ることができるどうか
学生が予想したものである。実感を伴って知ること
ができると予想する回答は 8％であったものの、少
し知ることができると予想する回答は 64％であっ
た。あまり知ることができないと予想する回答と、
全く知ることができないと予想する回答はともに
12％であった。
４．考察
本調査では、校内の植物図鑑を作製する過程で、
植物に関心を持ち、季節による植物の種類の違いと
生育する場所による植物の種類の違いを知ることが
出来るかどうかを検証した。特に、次の 2 点に着目
して検討した。第一に植物図鑑の作製に対する使用
感、第二に校内の植物図鑑の作製による種の多様性
の理解である。
まず、校内の植物図鑑の作製について考察する。
普段は市販の植物図鑑を活用しているとは言えない
学生が大半を占めるが、今回の植物図鑑の作製を通
して、植物を調べることができたことに対する肯定
的な回答が 68％であったことから、市販の図鑑を
用いるのではなく、校内の植物図鑑を作製すること
で、校内の植物に対する関心が高まると考えられ
る。植物図鑑の作製について回答した理由の中に、
「名前を調べるのが難しかった。図鑑のどこにある
のかが見つからなかった。」という記述が見られた。
このことは、藤島（2004）の報告にある「市販の植
物図鑑は掲載数が多い」15）という指摘に沿うもの
である。市販の植物図鑑を普段から活用していない
学生にとっては、数多くある植物の中から、調べよ
図 6 － 1　植物図鑑の教材としての期待度
35%
34%
31%
植物図鑑を作製して授
業で用いたい
植物図鑑を授業で用い
たいが作製したくない
植物図鑑を授業で使用
したくない
図 6 － 2　植物図鑑を授業で用いたいが、作製
したくない理由
50%
10%
40% 植物の名前が分
からない
植物図鑑の使い
方が分からない
植物図鑑を作製
する時間がない
図 6 － 3　植物図鑑を使用したくない理由
40%
10%
20%
30%
植物の名前が分から
ない
植物図鑑の使い方が
分からない
植物図鑑を作製する
時間がない
その他
図 7　植物図鑑を用いた季節による植物の種類
の多様性の認識についての予想
8%
64%
4%
12%
12% 実感を伴って知る
ことができる
少し知ることが
できる
どちらともいえない
あまり知ることが
できない
全く知ることが
できない
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うとする植物の名前を探し出すのが難しいことが考
えられる。花期などの植物の特徴は、地域やその年
の気候条件によっても若干異なる場合もある。実際
の校庭や身近な環境に生息している植物を季節を通
して観察することが大事である。藤島（2004）はま
た、「学校が所在する地区によって校庭の植生を特
徴づけることはできない」16）ことを指摘している。
このことを考慮すると、学校の校庭の植物について
植物図鑑を作製し、それを用いて「季節と生物」の
関連付けを学習する方が望ましい。
季節による植物の種類の多様性の理解について
は、実感を伴った理解が得られた学生は 1 割であっ
た。小学校 3 年生は「身の回りの生物」で、身の回
りの春の植物や昆虫を観察する。その他にも夏休み
にアサガオやヒマワリを育てたり観察したりする機
会もある。秋や冬の植物は、春夏に比べて観察する
機会が減る場合が多い。身の回りの植物を四季を通
して観察し、季節によって植物の種類が様々である
ことをまず認識させたい。小学校理科の教科書 17）
には、冬になって寒くなると、「ヘチマは、葉もく
きも根もかれて、たねで冬をこす。一方、サクラ
は、葉がかれ落ちても、木がかれたわけではない。
えだに芽ができていて、冬がすぎてあたたかくなる
と、ふたたび成長を始める。」と説明されている。
雑草の様子を校内の 2 か所で観察すると、図 1 の冬
の植物図鑑に示したように、春に咲く植物の芽生え
が秋の終わりから冬の初めに見られた。実際に、児
童が植物を観察して、教科書には書いてない植物の
生育する姿に気づくことは、多様性を認識する視点
として大切である。
生育する場所による植物の種類の多様性の理解に
ついては、日当たりによる環境の違いを挙げている
が、人通りの多い校舎前広場と人通りの少ない観察
地を比較すると、人の踏み付けの度合いや土壌水分
（湿り気）が異なる。湿り気が異なることを挙げて
いる記述は見られたものの、踏みつけの度合いを記
述した回答は見られなかった。校舎前広場は、観察
地より帰化植物の割合が多く、季節による植物の違
いが少ない。「季節による植物の違いが見られな
かった」と記述した回答は見られたが、人通りのあ
る校舎前広場の方が季節による植物の違いが少ない
ことに言及する回答は見られなかった。季節や環境
条件によって、生育する植物の種類や様子が異なる
ことを観察後に学習することの大切さが示唆され
た。
実際に植物を観察すると、市販の植物図鑑に記載
されている花期と観察した雑草の花期が異なる場合
も見られる。観察した学生の回答には、このことに
関する記述は見られなかったが、小学校で植物図鑑
を用いた授業を行う時に、観察した雑草の花期と図
鑑に記された花期が異なることに対して、児童から
質問が生じる可能性がある。観察した場所の植物の
様子を記録することの必要性を示し、その場合でも
年によって花期が変動することも生物の特徴であ
り、図鑑を参考としながら、実際に植物の様子を観
察することの大切さを示す必要がある。これらのこ
とを示す授業を行うには、科学者と教師が打ち合わ
せの段階から連携をする授業づくりの必要性が示唆
された。
科学者と教師が連携する校庭の植物調査は、竹中
ら（2009）が、web 上の植物図鑑の作製と草花を探
す時の着目点をアドバイスするなどの児童の学習支
援について報告している 18）。植物の同定について、
専門家と協働する植物図鑑の必要性については、学
生が教師になった時の植物図鑑への期待度にも表れ
ている。「植物図鑑を授業で用いたいが、作製した
くない理由」と「植物図鑑を作製したくない理由」
ともに、植物の名前が分からないという理由と、植
物図鑑を作製する時間がないという理由が大半を占
めている。専門家と連携することで、同定した植物
を確認し、作製した植物図鑑を児童に向けて活用す
る方法を探ることが適切と考える。
５．まとめと今後の課題
本調査では、小学校における種の多様性の認識を
育成するための教材として、校内の植物図鑑の作製
とその活用について検討した。種の多様性について
は、小学校 3 年「身の回りの生物」において、春の
生物の種類が多様であることに気づき、小学校 4 年
「季節と生物」において、季節という要因と種の多
様性とを関連付け、小学校 6 年「生物と環境」にお
いて、生物と環境について多面的に考えることで系
統的に学べると考えている。小学校 4 年「季節と生
物」では、季節による生物の成長の変化という共通
性の視点からの学びだけではなく、季節により生物
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の種類が異なることも認識させる指導を行う教材と
して、校内の植物図鑑を用いた季節の植物観察を提
案したい。
本調査の結果から、小学校 4 年「季節と生物」の
教材として、市販の植物図鑑ではなく、校庭の植物
図鑑を作製して活用することに意義がみられた。し
かし、季節によって生育する植物の種類の多様性を
認識するには、科学者との協働を含めた事前事後の
種の多様性の認識に関する授業の実施など検討課題
が示唆された。
今後の課題として、小学生に対して校内の植物図
鑑を用いた授業を実施し、教材の有効性を検討する
ことが挙げられる。植物図鑑作製の時間と手間の削
減案として、校内の植物調査と植物図鑑の作製、活
用方法について出前授業をすることを検討してい
る。　　　　　
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